Considerations on weather regulatory function of Hosei University\u27s Tama campus forest, based on air temperature characteristics in the warmest and coldest months by 鞠子 茂 et al.
法政大学多摩キャンパスにおける森林の気象緩和作
用 : 最暖月と最寒月の気温特性からの検討
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最暖月と最寒月はそれぞれ 8 月と 1 月であると推定
された（気象庁 HP，表 1参照）。そこで、2010 年 8 月、
2011 年 1 月、2011 年 8 月、2012 年 1 月に多摩キャン
パス内の 2 地点における気温を観測・記録すること




























表１　本論文で使われた気温データ（2010 年 8月、2011年1・8月、2012 年1月）に関する観測地点
情報と出典
観測地点 緯度 経度 標高m 出典
法政大学
多摩キャンパス 35° 36′55″N 139° 17′42″E 216
2010 年 8 月のデータ：小宅ら（2011）
それ以外のデータ：本論文
アメダス八王子





気象観測所＊２ 35° 41′01″N 139° 29′00″E  59
























　図 1 は最暖月（2010 年 8 月 11 日～ 31 日、2011 年
8 月 9 日～ 31 日）と最寒月（2011 年 1 月 1 日～ 31 日、
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出してみたところ、2010 年 8 月には多摩キャンパス
の最高気温と最低気温が 32.3℃と 23.8℃、八王子の
最高気温と最低気温が 34.1℃と 24.2℃であった（表
2）。また、2011 年 8 月では、多摩キャンパスの最高















































観測地点 2010年8月（21日間） 2011年1月（31日間） 2011年8月（23日間） 2012年1月（31日間）
最高 平均 最低 較差 最高 平均 最低 較差 最高 平均 最低 較差 最高 平均 最低 較差
多摩キャ
ンパス 32.3 27.3 23.8 8.6 9.0 2.5 -3.0 12.0 29.3 25.2 22.2 7.1 9.4 2.4 -2.0 11.3
八王子気
象観測所 34.1 28.5 24.2 9.9 8.4 2.3 -3.5 11.9 31.1 26.4 22.6 8.5 7.4 2.0 -3.0 10.4
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●：2010 年 8 月 14 日～ 18 日，○：2011 年 8 月 14 日～ 18 日
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2010 年 8 月（21 日間） 5 16 0 2 0 0
2011 年 1 月（31 日間） 0 0 0 0 30 0
2011 年 8 月（23 日間） 9 8 2 0 0 0
2012 年 1 月（31 日間） 0 0 0 0 27 0
八王子気象観測所
2010 年 8 月（21 日間） 0 11 10 4 0 0
2011 年 1 月（31 日間） 0 0 0 0 30 0
2011 年 8 月（23 日間） 5 10 5 5 0 0




2010 年 8 月（21 日間） 0 12 9 9 0 0
2011 年 1 月（31 日間） 0 0 0 0 25 0
2011 年 8 月（23 日間） 4 7 9 9 0 0




2010 年 8 月（21 日間） 0 15 6 21 0 0
2011 年 1 月（31 日間） 0 0 0 0 3 0
2011 年 8 月（23 日間） 5 13 3 12 0 0
2012 年 1 月（31 日間） 0 0 0 0 3 0
注） 2010 年 8 月と 2011 年 8 月はそれぞれ 8月 11 日～ 31 日（21 日間）と 8月 9 日～ 31 日（23 日間）の気温デー
タを集計したものであることに注意
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